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（1）NPO竹箒の会の紹介

1998年12月

特定非営利活動促進法（NPO法）施工

2000年8月 東京都より認可を受けNPO竹箒の会設立

１２生コ文振特第３６５号

現役を卒業してもまだまだ活力あるシニア
がたくさんいる！
その活動にNPOは最適である！



・厚生労働白書より

 「竹箒の会」

 2000(平成12)年の夏、東京都において、「竹箒の会」というNPO法人が誕生した。「竹箒の会」
とは、社会参加で生きがいを実感したいと考えた人たちが「公園の清掃でも」と考えていたことか
らつけた名前だそうである。しかし、会に参加した約50名のうちのほとんどは大手のIT関連企業の
OBであり、「徐々に得意分野を生かしたい気持ちが高まった」ため、2001(平成13)年3月、「まった
くはじめてのシニアのためのパソコン教室」を開催することにした。都内の郵便局などに手作りの
チラシを置かしてもらうなど積極的に活動した結果、定員2クラス・40人に対し、約360人の応募が
あった。そのため、急遽、定員の枠を12クラス・240名まで拡大して開催するなど盛況であった。パ
ソコン教室にインストラクターとして参加した会員からも、「自分の経験してきたことを同年代の
人に教えることに喜びをおぼえる」、「相手の反応が分かるのでやりがいがある」と好評であった
という。

 現在、我が国ではIT化の急速な進展を背景に、各地でIT講習会が盛んに開催されており、東京都
文京区においても、「竹箒の会」の活動を聞いた区役所が会に講師を依頼してIT講習会を開催して
いる。ここでも、すでに講習会を受講した者と今後受講する者を合わせると600人に達するなど、
「竹箒の会」の活動は、活況を呈している。

 「竹箒の会」では、これまで文京区を中心に活動してきたが、今年の8月からは目黒区高齢者生き
がい事業にも参画しており、すでにIT講習会を修了した高齢者を対象にパソコン教室を開催してい
る。

 このほか、「竹箒の会」では、パソコン教案やIT講習会だけではなく、大学において実務体験を
伝達するなどの教育プログラムの実施や、小公園等に区民管理システムを導入するなど環境の整備
についても取り組んでいく方針であり、今後の活動が注目される。

 平成１３年度版 厚生労働白書



・竹箒の会憲章

・ 活力ある高齢者の地域貢献

・ 地域社会の福祉の増進と環境の改善

・ ２１世紀の明るいまちづくり

・ ＩＴ社会への積極的参加

・ 高齢者の雇用創出



・活動の基本方針（設立趣意書より抜粋）

高齢化社会が急速に進展していく現状の中、肉体的にも、
精神的にもまだ十分社会で活躍できる多くの高齢者が働く
場を求めています。このような高齢者が、力を発揮し、何
か世の中の役に立つことができる仕組み作りが早急の課題
であります。

その活動の基本原則として、奉仕・謝恩の精神は持ちつつ
も、無料・無償ではなく、意識を高める費用の分担・適正
な活動報酬を考えていくことが必要であると思います。

竹箒の会は、高齢者が働くことにより、健康増進につな
がり、生きがいを感じ、併せて地域に貢献が可能となる事
業を開拓していくことを目的として設立されました。



竹箒の会ロゴの意味

設立した当初の目的

実現せず挫折！

地域福祉に貢献するために
小公園の安全確保を確保する清掃を⇒竹箒！

IT時代を見越し、シニアもパソコン・携帯
電話を使えるようサポート事業開始



・変わらず活動の基本を貫いたこと

高齢者の経験と知識を活かした活動の場を拡充し、
次世代に伝える
それが無償の活動でなく、
相応の対価が支払われるシステムで行うこと
それを NPOの使命として
ハイリスク・ハイリターンでなく、
「21世紀型の会社」ともいうべき
ローリスク・ローリターンの仕組み作りを目指す



（２）高齢者の就業・起業支援事業への取り組み

～杉並区との出会いから

シニアがITデバイドにならないようにとの思いで2001年
より展開している「パソコン教室」「携帯電話教室」
（現在は「スマートフォン教室」「タブレット教室」に
進化しています）は、現在も竹箒の会の活動の大きな柱
として東京都・関東近県において年間で300回以上の教室
展開を継続しています。
その紹介のために杉並区を訪問した際に、思いがけずお
声掛けいただいたのが「敬老館」の改革事業でした。
このご縁が現在まで続き、当会の高齢者の就業・起業支
援事業を支えていただいています。



・職業紹介事業の認可取得
2004年～杉並区敬老館改革事業に参画

「敬老館」⇒「ゆうゆう館」に変革。区直営から地域のNPO等に運営を委託する方針。

当会は「いきがい活動応援館」という役割を担う高井戸西館を受託

現役を終え、杉並区に戻ってくるシニア層をターゲットに活動開始。

杉並区が高齢者の就業支援事業を拡大実施することとなり、その事業をゆうゆう高円
寺南館で実施するとの方針が示されました。

当会として、シニアの就業事業は当会の元々の基本的なミッションであることから、
高井戸西館での事業を拡大実施、引続き高円寺南館でのこの事業を受託するため 東
京都労働局に有料職業紹介事業の認可を申請、2009年11月に厚生労働省より認可が下
りました。

NPOがこの認可を受けるのは非常に珍しいこととのこと。

5年ごとの更新で、２度更新、2019年11月に継続認可され、現在に至っています。

承認番号（１３－ユ－３０４３６４）

この認可も後押しとなり、ゆうゆう高円寺南館での「シニアの就業・起業・地域活動
応援事業」を2009年より受託、現在に至っています。



杉並区の
シニアの就業・起業・地域活動事業概要

【実施内容】

・就業・起業・地域活動のための個人相談

原則月１回 ただし要望により随時対応

・就業・地域活動支援のための講座開催

PC/モバイルインストラクター養成講座 社労士になるために

コミュニケーションスキルアップ講座 知って得する年金の話

地域活動応援講座 介護の仕事 ガイドヘルパー講座等 年間１２回程度

・会社説明会

シニアの就業に熱心な会社（スーパー、清掃、警備、調理補助ほか）7，8社

2019年度は業界別の会社説明会を試行する予定

・就業・地域活動事業促進のためイベント

「６５歳からの出発」「人生１００年を活きる」 等

・区役所ロビー展示＋ミニ相談会



・個人相談について

相談数 年間約100～130件

直近5年間（H26～H30 )で計523件（再来も含む）

92％が就業相談、起業は1.5％、地域活動が6.5％

就業決定率 34.7％（H26～H30の 5年間実績）

今すぐ就業もあるが定年を前に事前相談も多い。

起業は今まで成功例なし（個人営業レベルはあり）

地域活動は、当会が受け皿を持っている（ちょこっと支え合い）

また交流のあるNPO等で相談者の希望にそう団体を紹介

就業情報取得方法

ハローワーク・アクティブシニアとの連携

杉並法人会・杉並商店街等の情報

会社説明会参加社等よりの情報

竹箒の会独自情報

相談員体制 4名対応

（キャリアコンサルタント カウンセラー 民生委員 職業紹介士等）



就業先

清掃 最も手軽で就業が決まりやすい 早朝3時間程度が多い

スーパー バックヤードでの作業、レジは非常に少ない

調理補助 学校、介護施設等での配膳が多い。調理師免許不要の仕事を中心に

警備 建物警備より交通警備が多い。

交通警備の場合希望すればほぼ採用、1日10000円近くの収入となる

コンビニ 作業が多岐にわたるので、求人側・求職側ともに敬遠する向きもある

介護施設 どの施設も人手が足りない、3時間程度でも。ベッドメイク・洗濯等

一般会社 事例は非常に少ないがシフト埋めの事務補助

個人経営（商店・会社等） 内容様々だが、事務所内店内雑務

NPO等 主に杉並区ゆうゆう館の受付作業

竹箒の会 パソコン、スマホ等をシニアに教えるインストラクター

収入

多くは月収3万円～5万円 多くても100000円程度が実態



相談内容・相談者の傾向
その１ 対応に苦慮する方（比較的多い）

 元社長でした、元部長でした ⇒前職意識を捨てられない

 ボランティアでもやりたい ⇒収入的には別に必要ではないので、

あまり望まない仕事をするくらいならボランティアで役立ちたい）

 何でもいいので何か仕事はないか ⇒漠然としか考えていない

実態を理解せず収入についても仕事内容についても今までの7，8割

の仕事をイメージしているが、収入的には実は１/３程度がほとんど

 家人に相談に行ってくるよういわれた ⇒単におしゃべり、自慢話

（本気で仕事を考えていない。）

 今すぐにでも収入がほしいのにハローワークでも見つからなかった

⇒収入がどうしても必要なのに現実を見ない



 あと1年程度で定年。今後の人生設計を相談したい

⇒情報収集方法とシニアの就業の現状を理解すること、

リ・スタートに当たっての意識の切り替え方へのアドバイス

 退職等に当たり、年金だけでは生活が厳しい

それほど多くではなくても良いので、月3万～5万円程度の収入がほしい

⇒清掃・スーパーの裏方等の仕事が一般的かつ現実的。

その種類の仕事を選択できる価値観を持てるかが決め手。

 持っている資格・特技を活かしたい（教師・IT関係・編集者・特殊技術）

⇒市場が限られており、一般的な求人情報からは見つけにくい。

元職を活かす人脈が重要になるがその意識が薄く成功率は低い。

相談内容・相談者の傾向
その２ 最も平均的なケース



相談内容・相談者の傾向
その３ 成功率の高いケース
 シニアの就業の現状をよく理解し自分にできることについての

分析が正確でアドバイスを受け入れる柔軟性がある

成功例１ 79歳男性

コンビニのオーナー歴23年、従業員歴20年、病気でいったん辞めた
が、健康を取り戻したのでまだ働きたい。

年齢的に採用が厳しいことは理解しており、ただ、シフトを埋めるの
が大変というコンビニ状況をよく理解しており、正規勤務でなくとも
よい、足りないところだけはいるという形でも構わないとの認識

⇒年齢的には厳しいが、業務に精通しており、安心して任せられる
とのオーナーの認識、採用に至る。



成功例２ 男性63歳

ごく普通のサラリーマンを定年退職した。特に秀でた能力が
あるわけではないという自己認識。まだまだ元気なので、また
収入もある程度ほしいので、アドバイスをもらって自分を雇っ
てくれるところがあれば働きたい。

⇒ある程度の収入という視点で考えれば、「交通警備」の仕
事がある。健康であればだれでもできる。収入的にも他の仕事
に比べると圧倒的に良いとアドバイス。

関心があるとのことで、警備会社に紹介、採用に至る。熱心
に勤務し、その努力・人柄・能力が買われ、現場の仕事から採
用担当側に配置替え。正職員に採用され、収入的にも安定して
いる



成功例３ 女性66歳

フリーライター・編集者の仕事をしてきたので、厚生年金はない。
国民年金も意識が低くかけてこなかった。なので生きている限り仕
事を続けなければいけない状況。

定期的な発注をしてくれた雑誌が廃刊になり、編集の仕事が徐々に
減ってきて収入が確保できなくなった。仕事があれば何でもする。

⇒ライターの仕事には思い入れもあり、依頼されたらやりたい思
いを尊重、原稿依頼が来た時に時間がある程度調整できる仕事を選
ぶ必要あり。フルタイムの仕事ではその調整が不可能なので、週3，
4日程度の仕事でシフト制（つまり同じ仕事を何名かでシェア）のも
のを中心に選択するようアドバイス。私立高校の清掃パートを紹介
し採用に至る。また週1回程度、不定期という緩やかな個人オフィス
の事務作業も併せて行うことで、収入源を複数にし、リスクを分散
する方法で対応することとした。



成功例から見る高齢者の就業のポイント
 まずは紹介されたら迷わず飛び込めること

 明るいこと、健康であること、身だしなみが整っていること

 昔を振り返らないこと

 収入にこだわらないこと

良い仕事に巡り合うためのアドバイス

 必ず誰かが見ていて、評価が返ってくる。

 副業と複業 の気持ちを忘れずに！

 収入は後からついてくる

 どんな仕事からも学べる。

経験の引き出しを増やすことが将来につながる



元気な高齢者対象

人手が足りない介護・保育の現場に就業！

行政より東京都に申請

杉並区の場合、それを竹箒の会が受託実施

H29年度、H30年度、R元年度 実施（R元年度で終了）

就業実績 H30年度 介護施設 7名（12名中）

保育施設 5名（12名中）

その他取り組み（１）
東京都元気高齢者地域活躍推進事業



実施内容

１．概要説明 ＋ 体力測定

２．施設学習（講義＋現地見学）

３．就業体験（時給1000円支給）

４．就業に必要・役立つ講義

（個人情報取り扱い、コミュニケーション学習）

提携施設

介護施設 社会福祉法人 浴風会

保育施設 社会福祉法人 けいわ会





その他取り組み（２）
文京区ミドルシニア講座

地域でなにか活躍したいという方のために

ヒントとなる講演＋ロールプレイを行う

年間２回（H25年より毎年継続実施）

今年度1回目は 7月13日、20日

メインテーマ

「リ・スタートのための断捨離®」

※文京区の施策は直接就業には結びついていない



最後に・・・・・
竹箒の会として目指すところ

１．相談に来られた方に対して、まず希望を伺い、

その方にあった就業先・活動先を見つけて差し上げる

併せて、今までの価値観から脱却する大切さを認識していただく

２．採用側の意識改革に向けて、高齢者の実態をお知らせし

元気な高齢者の就業枠の拡大と活動分野の検討をして

いただけるよう理解を求めていく

３．高齢者が増える現状を踏まえ、行政的支援を拡大していただくよう

行政区にさらなる理解を求めていく



付録 蛇足ですが今月5万円が話題です！

1週間２回、1日4時間＝ 32000円/月

1週間２回、1日6時間＝ 48000円/月

1週間３日、1日4時間＝ 48000円/月

3万円⇒節約で何とかなる額

5万円⇒収入としてあてにする額

この段階を乗り越えるかどうか

1か月5万円の壁を超えると、働き続ける体制ができる！
そして次のステップに向かいやすい


